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▼当日の市中心部主要施設への

代表交通手段
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▼交差点流入交通量の増減比較

※9～21時の12時間平均速度
※出典：民間プローブデータ

▼当日（2023年3月18日）速度図 ▼速度5km/h未満の道路延長合計

（2023年3月11日との比較）

約3％減

・主要交差点における交通量は一部減少して
いるものの概ね同程度。

・熊本市内における低速度帯の区間延長は、速度20km/h未満、5km/h未満いずれも約３％減少。
・市全域よりも中央区の方が低速度帯の区間延長は減少。

経済波及効果額

産業連関
表による
分析

“バス・電車無料の日”による経済波及効果

推計 約1.57億円

“バス・電車無料の日”による経済波及効果

推計 約1.57億円
“バス・電車無料の日”実施費用

約0.２億円

“バス・電車無料の日”
実施費用と比較した
経済波及効果額

約7.9倍

バス・電車無料の日実施費用に対する経済波及効果額

中心市街地に無料の日がきっかけで
来訪した人が使用した金額

推計 約1.54億円

“バス・電車無料の日”による
CO２削減量

推計 約67tco2

スギの木

約7,940本
の吸収量

（東京ドーム約1.7個分）

経済波及効果は約1.57億円。

・公共交通への転換により環境
面でも効果発現。

注：本ページの各算出値の注釈、条件等は本編を参照※ “バス・電車無料の日”実施費用を効果分析
費も含めた0.25億円とした場合、約6.3倍

▼公共交通利用者数（無料化対象）
前週（2023年3月11日）との比較

※出典：バス・市電・電鉄事業者資料
※出典：アンケート調査（2023年3月）

▼速度20km/h未満の道路延長合計

（2023年3月11日との比較）（2023年3月11日との比較）
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▼中心市街地（桜町,下通,上通）来訪者数
※前週(2023年3月11日)との比較
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・中心市街地における来訪者数は前週と比較し同程度となっているものの、前回実施時（12/24※クリ
スマスイブ）並のにぎわい。
・市中心部主要施設への交通手段は公共交通の利用が約７割。（自動車利用は約2割）

※出典：Yahooデータソリューション

全ての時間帯で同程度 新酒まつり

春のくまもとお城まつり

無料の日当日の1日来訪者数（0～24時）は約10.4万人

【参考】12月実施時（2022年12月24日）の1日来訪者数は約10.0万人

▼バス利用者数推移

・無料の日当日の公共交通利用者数は前週比の約1.7倍。
・月別利用者数の推移は前年比で毎月増加傾向にあるものの、３月以降の増加率は縮小傾向。
※事業効果のほか、コロナ収束・規制緩和による影響も考えられるため、今後も様々な視点から継続して分析する必要がある。
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【参考】熊本市中央区内は約１割減少

※熊本市内の比較

【参考】熊本市中央区内は約２割減少

186 186
193

148
135

176
185 189

199200
192 196

171 176

206 201
208 214

0

50

100

150

200

250

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

前年 (2021 -2022年) 2022 -2023年

バス・電車
無料の日

(2022年12月24日)
(2022年10月1日)
(2022年11月5日)

100円の日

1.17倍

無料化実施後バス・電車
無料の日

(2023年3月18日)

1.09倍

無料化実施後

1.08倍 1.04倍 1.02倍
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※出典：バス事業者提供資料
※増加率については継続して分析中のため現時点での参考値であることに留意

※この中で
普段公共交通を
利用しない層

37.4％

・公共交通については、利用者が大幅に増加(前週比約1.7倍)するとともに、
当日の利用者のうち、普段利用しない人が約４割を占めるなど、きっかけ
づくりに寄与。

・道路交通については、公共交通への転換による渋滞緩和(交通量減少・旅行速度向上)
を期待していた中、12月は概ね期待通りの効果が得られたものの、3月の主要交差点
における交通量には減少がみられないなど、一部見込みと異なる結果となった。

・公共交通への転換による渋滞緩和効果については、引き続きさらにデータを
蓄積したうえで検証していく必要がある。


